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岩手県岩泉町議会

今号の花：アサガオ

　岩泉の工藤晃さん・盛山
和幸さん 7人家族です。去
年、娘さん夫婦が帰ってきて
大家族となりました。5月に
は令和生まれの孫も誕生し、
ますますにぎやかです。これ
からの成長が楽しみですね。

16

　岩泉の工藤晃さん・盛山

16

大家族
シリーズ
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　中小企業・小規模企業の振興に関し、町が基本理
念を定め、中小企業などの持続的な発展と地域経済
の活性化を図ることが目的の条例です。
◆本町の中小企業の状況は?
　町内の商工業者395 のうち小規模事業者は 347と全体の
約 9割を占めています。町の経済や雇用を支える重要な役割を
担っていますが、高齢化や後継者不足が深刻化しています。
◆なぜ条例が必要なの?
　多様化する経済社会の中で、中小企業や小規模企業の自助
努力だけでは克服できない状況があります。地域経済を構成す
る関係者の連携・共同した取り組みが必要だからです。
◆他の自治体は?
　県内では、一関市、北上市、宮古市、岩手町が条例を制定
済みです。本町は 5 例目となります。

イースタン・リーグ公式戦開催事業
8月12日（月）に楽天対巨人の試合を岩泉球場で開催

プレミアム付き商品券販売事業
低所得者と子育て世帯に販売

放課後児童クラブ施設改修工事
　小川放課後児童クラブにエアコンと転落防止柵などを整備

スマート共同放牧場実践支援事業
無線ラジコントラクターを使用したモデル実証に支援

主な事業を
p i c k u p

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

６月定例会で可決された主な補正予算事業を紹介します。

　
令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
７
日
ま

で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
災
害
か
ら

の
復
旧
復
興
や
子
育
て
支
援
、
観
光
振
興
な
ど
町
政
全
般

に
わ
た
り
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
中
小
企
業
と
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
し
、
町
が
基
本

理
念
を
定
め
る
「
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
」

の
制
定
の
ほ
か
、
４
つ
の
条
例
の
一
部
改
正
。
一
般
会
計

と
４
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
15
議
案
が
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

中小企業・小規模企業振興条例とは？

130
万円

50
万円

524
万円

2416
万円

いわての牛乳カップ開会式

いろいろな取り組みを行っている
うれいら商店会の皆さん

中小企業・小規模企業の
持続的な発展へ 基本理念条例

を可決

6 月補正予算の状況
会　計　名 補　正　額 補正後の予算額
一 般 会 計 1億 5470 万円 110億 8470万円
特
別
会
計

介護 保 険 40万円 15億 5630 万円
簡 易 水 道 9830 万円 6億 5780 万円
観 光 事 業 442 万円 2億 1172 万円
公共下水道 10万円 1億 8210 万円

～その他の条例改正～
＊災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
　災害援護資金（※）を借りる場合に、保証人を立てることが必須要件では
なくなりました。利率は、保証人を立てる場合は無利子で、保証人を立てな
い場合は「年３％」から「年 1.5％」に改正されました。償還期間は、年賦
償還のほか、半年償還か月賦償還を選択できるようになりました。この改正
は、平成 31年４月１日以後に生じた災害により被害を受けた世帯主から適
用されます。
＊介護保険条例の一部改正
＊過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正
＊復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正

（※） 災害救助法が適用された災害で、負傷か住宅や家財に被害を受けた人
のうち、所得金額が一定の範囲内の人に資金を貸し付ける制度
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ス
ポ
ー
ツ

岩泉球場改修工事の内容は
イースタン・リーグを開催

経
　
済
中小企業振興条例の具体策は
関係者と協議し対応していく 商

品
券
対象者への周知方法は
個別に文書を送付する

水
　
道
大牛内地区配水管更新事業とは
老朽化した組合水道を更新する

農
　
業
スマート共同放牧場の内容は
ラジコントラクターを用いる

低
所
得
者
と
子
育
て
世
帯
を
対
象

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
販
売

まち 声の
おしえてまち 声の

おしえて

　わぁ、本当ですか。すごく
うれしいです。早速、お友
達にも教えます。
　うちは子どもが 2 人いる
ので、とても助かります。

　この条例は、経営者に
とって事業承継や商品開
発、情報発信などの課題
解決を後押ししてくれると
思います。 佐々木滋子さん

岩泉（35 歳）
熊谷　浩さん
岩泉（57 歳）

　
条
例
補
正
予
算
審
査

特
別
委
員
会
（
畠
山
直

人
委
員
長
）
は
、
６
月

７
日
に
開
か
れ
、
付
託

さ
れ
た
条
例
５
件
と
補

正
予
算
５
件
を
慎
重
に

審
査
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
付
託
さ

れ
た
議
案
全
て
を
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。
同
日
の

本
会
議
に
お
い
て
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委

員
会
の
審
査
の
中
か
ら

い
く
つ
か
の
質
疑
を
要

約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

10 月の消費税引き上げが見送りになった場合
でもこの事業は行うのか。

消費税法に基づいて準備を進めている。国の情
報をもとに適切に対応していく。

商品券の取扱店舗はどのように選定するのか。

国の補助要件が「幅広く公募すること」となっ
ている。町内の小規模商店の他、大規模店の参

入も想定される。

委託先と対象者への周知方法は。

商品券の印刷、販売、換金などを含めて岩泉商
工会を考えている。対象者へは、個別に文書を

送付する。

◆購入できる人
　＊ 令和元年度の住民税が非課税の世帯
　＊ 平成 28 年４月２日から令和元年９月 30 日までに生

まれた子どもがいる世帯主
◆購入限度額
　販売額２万円で額面２万５千円（子どもがいる世帯は、
対象となる年齢の子どもの数まで購入可能）
◆販売期間
　令和元年 10 月１日～ 12 月 27 日
◆使用可能期間
　令和元年 10 月１日～令和２年１月 31 日

プレミアム付き商品券の概要

問問

問

問

答答

答

答

スマート共同放牧場実践支援事業の内容は。

大川肉牛生産組合が管理する、急傾斜地が多い
駒ヶ沢牧野で、無線ラジコントラクター（※）を

用いて草地更新や肥料散布を実施する。管理労力削
減を目指すためのモデル検証の実施に支援する。

他の組合では実施しないのか。

３年間の事業である。他の組合にも働きかける。
（
※
） 

無
線
で
操
作
が
で
き
る
ト
ラ
ク
タ
ー

岩泉球場改修工事の内容は。

８月 12 日にイースタン・リーグ公式戦「楽天
対巨人」を岩泉球場で開催する。道の駅の建物

防御のため、ライト側にネットを設置する。もう一
つは、配水管の切り替え工事である。

入場料はいくらか。

メインスタンド、内野席、外野席に分けて料金
を設定する。児童生徒への無料招待券配布など

を含め主催者の楽天と検討する。

前売り券はどこで購入できるか。

町民会館、各支所、Ｂ＆Ｇ海洋センター、道の
駅いわいずみ、コンビニなどを想定している。

中小企業・小規模企業振興条例で掲げる基本的
施策の具体策は。

小規模企業者などの関係者と協議し対応していく。

振興計画の策定時期は。

町の総合計画との整合性をとり、商工会の計画
に配意しながら進めていく。

金融機関とも協議をしたのか。

県の条例が先に制定されている。協議しながら
進める。

大牛内地区配水管更新事業補助金の内容は。

老朽化した組合水道施設を更新するための補助
金である。

大牛内地区の農業を積極的に展開する上で、現
在の水量で大丈夫か。

整備当時の状況から比べると、営農している件
数、家畜の数は減少傾向である。それらを考慮

すると現状の水量で十分足りる。

酪農振興にも水は不可欠

　これまで草地更新ができなかっ
た急傾斜地で実践作業を行います。
今後の労力削減につながればと期
待しています。 佐藤　安美さん

大川（57 歳）

まち 声の

おしえて

問

問

問

答

答

答

問

問

問

答

答

答

問

問

答

答

問

問

答

答

消
費
税
引
き
上
げ
の
影
響
を
緩
和
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町の考えを問う

町の考えを問う
一般質問 7人の議員が登壇

　一般質問とは、議員が町長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来の方針などについて
所信や疑問をただすこと。あるいは報告や説明を求めることです。
　６月定例会では７人の議員が登壇し、町政課題への提言や質疑を行いました。
　ここでは、質問と答弁を要約した内容（７㌻から 13㌻）を登壇順（質問順）にお知らせします。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

会
議
録
が
閲
覧
可
能

　
議
会
会
議
録
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。
６
月
定
例

会
分
は
８
月
下
旬
ご
ろ
に

掲
載
予
定
で
す
。

　
町
立
図
書
館
ま
た
は
役

場
各
支
所
図
書
室
で
は
、

会
議
録
の
写
し
が
閲
覧
可

能
で
す
。

小こ

　
松ま

つ

　
ひ
と
み
　
議
員
（
13
㌻
）

・
龍
泉
洞
入
洞
者
数
20
万
人
の
達
成
は

・
自
主
的
な
活
動
に
支
援
を

畠は
た
け　
山や

ま

　
昌ま

さ

　
典の

り

　
議
員
（
７
㌻
）

・
閉
校
後
は
複
合
施
設
と
し
て
整
備
を

・
歴
史
民
俗
資
料
館
の
移
設
を

三み

た

ち

田
地
　
久ひ

さ

　
志し

　
議
員
（
10
㌻
）

・
キ
ク
イ
モ
で
健
康
増
進
を

林は
や
し　

﨑ざ
き

　
竟き

ょ
う

次じ

郎ろ
う

　
議
員
（
11
㌻
）

・
就
学
援
助
の
認
定
基
準
見
直
し
を

・
子
育
て
支
援
の
課
題
は

合あ
い

　
砂し

ゃ

　
丈た

け

　
司し

　
議
員
（
９
㌻
）

・
飲
料
水
個
人
施
設
補
助
の
見
直
し
を

坂さ
か

　
本も

と

　
　
　
昇の

ぼ
る

　
議
員
（
12
㌻
）

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
環
境
改
善
を

・
総
合
相
談
窓
口
の
設
置
と
共
有
を

畠は
た
け　
山や

ま

　
和か

ず

　
英ひ

で

　
議
員
（
８
㌻
）

・
ミ
ー
ト
工
房
の
再
建
整
備
を

・
早
急
に
土
砂
災
害
防
止
対
策
を

議会を傍聴しませんか
次の定例会は、
9月11日（水）から
9月20日（金）まで
を予定しています。
詳細は、ぴーちゃんねっとでお知らせします。
※都合により変更となる場合があります。

ぴーちゃ
んねっとで

一般質問
の動画を

見ることが
できるよ

!

問　
来
年
３
月
に
小
川
小

学
校
が
閉
校
す
る
。

　
閉
校
後
の
利
活
用
と
し

て
、
地
域
住
民
交
流
施
設

や
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
中
庭

を
公
園
、
校
庭
を
ヘ
リ

ポ
ー
ト
や
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
の
複
合
施
設

問　
旧
岩
泉
高
等
学
校
小

川
校
に
あ
る
歴
史
民
俗
資

料
館
は
、
岩
泉
の
歴
史
・

民
俗
資
料
が
多
く
展
示
さ

れ
て
い
る
。

　
自
然
資
料
や
地
質
・
考

古
資
料
、
南
部
曲
り
家
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
復
元
民

家
、
民
具
の
体
験
ス
ペ
ー

ス
も
あ
り
、
見
学
者
か
ら

好
評
を
得
て
い
る
。

　
し
か
し
、
場
所
が
分
か

り
に
く
い
こ
と
も
あ
り
、

来
館
者
が
少
な
い
。

　
国
道
４
５
５
号
沿
い
で

分
か
り
や
す
い
、
閉
校
後

の
小
川
小
学
校
に
移
設
す

る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　
歴
史
民
俗
資
料

館
は
、
平
成
20
年
度
に
開

閉校後は複合施設として整備を
畠山昌典 議員

地域の意見を聴き検討を進める
中居町長

歴
史
民
俗
資
料
館
の
移
設
を

小
川
小
学
校
は
有
用
な
候
補

閉
校
後
も 

絆
で
つ
な
ぐ

 

わ
が
母
校

惜しまれながら本年度で閉校になる小川小学校

と
し
て
整
備
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長　
児
童
数
の
減
少
に

伴
い
「
学
校
適
正
配
置
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
学
校

統
合
を
進
め
て
い
る
。

　
来
春
、
閉
校
予
定
で
あ

る
小
川
小
学
校
校
舎
の
利

活
用
は
、
提
言
の
あ
っ
た

多
目
的
交
流
施
設
と
し
て

の
活
用
も
含
め
、
地
域
の

館
し
展
示
物
や
建
物
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
重
ね
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　
入
館
者
数
の
推
移
は
、

町
内
の
小
中
学
校
の
授
業

に
施
設
見
学
を
組
み
入
れ

る
な
ど
、
若
干
伸
び
て
は

い
る
も
の
の
満
足
で
き
る

入
館
者
数
で
は
な
い
。

　
提
案
の
あ
っ
た
閉
校
後

の
小
川
小
学
校
校
舎
へ
の

移
設
は
、
寄
贈
な
ど
に
よ

り
増
え
続
け
て
い
る
歴
史

民
俗
資
料
へ
の
対
応
、
国

道
４
５
５
号
か
ら
の
良
好

な
ア
ク
セ
ス
な
ど
を
考
慮

し
、
有
用
な
候
補
地
と
し

て
考
え
て
い
る
。

　
広
く
地
域
の
意
向
を
十

分
に
聴
き
な
が
ら
検
討
を

進
め
る
。

皆
様
か
ら
の
利
用
希
望
や

提
案
な
ど
を
広
く
受
け
入

れ
る
。

　
学
校
は
、
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
と
し
て
長
く

愛
さ
れ
て
き
た
。
国
道
４

５
５
号
沿
い
で
あ
る
特
長

を
最
大
限
に
生
か
し
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心

と
な
り
得
る
施
設
と
な
る

よ
う
、
十
分
な
検
討
を
進

め
て
い
く
。
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町の考えを問う 町の考えを問う

ミ
ー
ト
工
房
の
再
建
整
備
を畠

山
和
英 

議
員

課
題
を
整
理
し
再
建
を
検
討

中
居
町
長素晴らしい環境で育つ　いわいずみ短角牛

絶
や
す
ま
い 

ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド

 

短
角
牛

問　
先
の
台
風
で
全
壊
し

た
ミ
ー
ト
工
房
は
、
い
ま

だ
に
再
建
の
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
な
い
。
生
産
者

や
関
係
者
は
、
い
つ
整
備

が
さ
れ
る
の
か
注
視
し
て

い
る
。

　
こ
の
施
設
は
「
い
わ
い

ず
み
短
角
牛
」
と
い
う
ブ

ラ
ン
ド
を
通
じ
て
、
産
地

と
消
費
地
を
つ
な
ぐ
も
の

で
も
あ
る
。

　
地
場
産
業
の
振
興
に
よ

り
、
町
の
魅
力
を
高
め
、

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
に
も
、
早
急
に
再
建
整

備
を
図
る
べ
き
だ
。

町
長　
ミ
ー
ト
工
房
を
再

建
で
き
な
い
で
い
る
理
由

は
、
牛
肉
の
販
売
対
策
が

非
常
に
厳
し
く
、
施
設
を

所
有
、
経
営
し
て
い
た
㈱

岩
泉
産
業
開
発
が
、
断
念

し
た
た
め
で
あ
る
。

　
本
施
設
は
、
町
に
も
生

産
者
に
と
っ
て
も
必
要
な

も
の
で
あ
る
。
６
次
産
業

化
の
取
り
組
み
を
再
構
築

し
て
い
く
に
は
、
頭
数
の

確
保
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
課
題

を
今
一
度
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
中
で
ミ
ー

ト
工
房
の
再
建
を
検
討
し

て
い
く
。

早急に土砂災害防止対策を
事業化に向けた要望をする

問　
県
で
は
、
台
風
豪
雨

災
害
を
う
け
て
、
河
川
の

大
改
修
や
土
砂
災
害
を
防

止
す
る
砂
防
ダ
ム
、
治
山

ダ
ム
を
計
画
し
、
順
次
整

備
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
大
川

問　
安
家
地
区
に
は
、
簡

易
水
道
や
組
合
な
ど
に
よ

る
飲
料
水
共
同
施
設
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

一
軒
家
や
隣
の
家
と
の
距

離
が
あ
る
な
ど
、
整
備
に

多
額
の
費
用
を
要
す
る
た

め
未
整
備
の
場
所
も
あ
る
。

飲料水個人施設補助の見直しを
合砂丈司 議員

現行の補助制度を継続していく
中居町長

災
害
の 工事

完
了

 

心
な
ご
む

水道施設の整備が待たれる安家地区

　
平
成
28
年
台
風
10
号
災

害
に
よ
り
、
水
道
施
設
が

被
災
し
、
水
脈
も
変
わ
る

な
ど
し
て
飲
料
水
の
確
保

に
難
儀
し
て
い
る
人
が
い

る
。
冬
期
間
は
水
道
管
が

凍
り
、
河
川
の
水
を
利
用

し
て
い
る
人
も
い
る
。

　
飲
料
水
の
確
保
は
、
住

民
生
活
最
低
限
の
基
本
で

あ
る
。

　
新
た
な
水
源
確
保
や
水

道
管
埋
設
に
は
、
多
額
の

費
用
が
か
か
る
。
専
門
的

な
技
術
の
支
援
や
水
質
検

査
も
必
要
だ
。

　
平
成
28
年
台
風
災
害
の

補
助
も
含
め
、
飲
料
水
個

人
施
設
整
備
事
業
の
補
助

上
限
額
を
増
額
す
る
な
ど

見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
飲
料
水
個
人
施
設

整
備
事
業
は
、
個
人
の
水

道
施
設
の
新
設
、
増
設
、

改
良
整
備
事
業
に
対
し
、

事
業
費
２
０
０
万
円
を
上

限
に
９
割
を
補
助
す
る
も

の
で
、
平
成
28
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
。

　
本
事
業
の
実
績
は
３
件

で
あ
る
。
う
ち
２
件
は
井

戸
掘
削
を
含
め
た
工
事

地
区
の
「
田
代
沢
」
と
岩

泉
消
防
署
裏
の
「
ナ
イ
ヨ

ウ
沢
」
は
、
今
回
の
整
備

箇
所
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
土
砂
災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
早
急
に
対

策
を
行
う
よ
う
、
県
に
要

望
す
べ
き
だ
。

町
長　
「
田
代
沢
」と「
ナ

イ
ヨ
ウ
沢
」
は
、
台
風
10

号
に
よ
り
土
砂
災
害
が
発

生
し
た
場
所
で
あ
る
。
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
田
代
沢
」
は
、
現
在
、

県
で
事
業
化
に
向
け
て
国

と
協
議
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
「
ナ
イ
ヨ
ウ
沢
」
な
ど

を
含
め
、
危
険
箇
所
の
砂

防
対
策
や
治
山
対
策
が
必

要
な
箇
所
は
、
優
先
順
位

を
見
定
め
、
県
に
早
急
な

調
査
、
事
業
化
に
向
け
た

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

で
、
１
件
当
た
り
の
平
均

事
業
費
は
２
１
７
万
円
で

あ
っ
た
。
他
の
１
件
は
、

河
川
と
道
路
の
横
断
工
事

が
必
要
な
特
別
な
工
事
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業

費
が
３
８
０
万
円
と
多
額

だ
っ
た
が
、
特
別
な
工
事

を
除
い
た
額
は
１
７
３
万

円
で
あ
る
。

　
台
風
10
号
に
よ
り
被
災

し
た
飲
料
水
個
人
施
設
の

復
旧
も
別
途
補
助
金
交
付

要
綱
を
制
定
し
支
援
し
て

い
る
。
本
要
綱
も
事
業
費

２
０
０
万
円
を
上
限
に
９

割
を
補
助
し
て
い
る
。

　
事
業
の
実
績
は
、
29
年

度
が
15
件
で
平
均
事
業
費

１
１
８
万
円
。30
年
度
は
、

13
件
で
平
均
事
業
費
１
６

２
万
円
で
あ
る
。

　
両
事
業
と
も
補
助
金
交

付
要
綱
の
基
準
上
限
額
と

大
差
な
く
完
了
し
て
い
る

た
め
、
今
後
も
現
行
の
補

助
制
度
を
継
続
し
て
い
く
。

　
特
殊
な
ケ
ー
ス
の
場
合

に
は
、
利
用
者
に
寄
り
添

い
、
専
門
的
な
技
術
指
導

や
事
業
費
の
軽
減
化
に
向

け
た
助
言
な
ど
を
積
極
的

に
行
う
。
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町の考えを問う 町の考えを問う

キ
ク
イ
モ
で
健
康
増
進
を三

田
地
久
志 

議
員

調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く

中
居
町
長

野
菜
摂
れ 

と
い
う
か
ら
に
は

 

検
証
を

問　
学
校
保
健
会
報
に
よ

る
と
「
岩
泉
町
に
お
け
る

小
学
１
年
生
、
小
学
３
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

の
学
年
で
、
肥
満
傾
向
児

の
出
現
割
合
は
、
全
国
平

均
と
比
べ
て
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
」と
あ
っ
た
。

　
大
人
に
目
を
向
け
る
と

脳
卒
中
ワ
ー
ス
ト
１
か

ら
、
な
か
な
か
抜
け
出
せ

て
い
な
い
。

　
町
で
は
、
野
菜
の
摂
取

を
進
め
る
た
め
に
、
い
ろ

い
ろ
な
対
策
を
推
奨
し
て

い
る
。
こ
れ
に
付
け
加
え

た
い
も
の
が「
キ
ク
イ
モ
」

の
摂
取
で
あ
る
。

　
キ
ク
イ
モ
は
、
水
溶
性

食
物
繊
維
イ
ヌ
リ
ン
を
多

く
含
み
、
糖
の
吸
収
を
抑

え
て
血
糖
値
の
上
昇
抑
制

と
な
る
こ
と
が
医
学
的
に

証
明
さ
れ
て
い
る
。

　
キ
ク
イ
モ
を
推
奨
す
る

に
は
絶
対
量
が
不
足
で
あ

る
。
増
え
続
け
て
い
る
耕

作
放
棄
地
を
活
用
し
、
高

齢
者
に
キ
ク
イ
モ
を
栽
培

さ
せ
、
健
康
増
進
を
図
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長　
学
校
保
健
会
報
で

は
、
子
ど
も
の
肥
満
を
問

題
提
起
し
て
い
る
。
町
で

も
子
ど
も
の
肥
満
を
放
置

す
る
と
大
人
の
肥
満
や
生

活
習
慣
病
に
大
き
く
影
響

す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
就
学
援
助
は
、
所
得

に
よ
る
教
育
の
格
差
を
な

く
す
た
め
の
制
度
で
あ
る
。

　
昨
年
の
生
活
保
護
基
準

の
見
直
し
を
受
け
、
本
年

度
か
ら
準
要
保
護
者
の
認

定
基
準
を
変
え
て
い
る
市

町
村
も
あ
る
。

問　
台
風
災
害
か
ら
の
復

旧
復
興
が
最
優
先
の
中
で

も
、
こ
れ
か
ら
の
本
町
を

背
負
っ
て
立
つ
世
代
へ
の

施
策
と
し
て
、
さ
ら
な
る

子
育
て
支
援
を
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
子
育
て
支
援
の
課
題
を

ど
の
様
に
捉
え
、
解
決
し

て
い
く
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
、
各
種

医
療
費
助
成
を
は
じ
め
、

こ
ど
も
園
や
保
育
所
運

営
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
、
岩
泉
高
校
へ
の
通
学

費
・
部
活
動
補
助
な
ど
の

子
育
て
支
援
施
策
を
実
施

し
て
き
た
。

　
本
年
度
は
、
小
川
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
設
や

就学援助の認定基準見直しを
林﨑竟次郎 議員

係数を見直す準備をしている
三上教育長

子
育
て
支
援
の
課
題
は

効
果
的
な
計
画
を
作
る

人
は
皆 

生
ま
れ
出
よ
り

 

等
し
き
な
り

子どもたちの成長はみんなの願い

　
本
町
の
準
要
保
護
者
の

認
定
基
準
は
、
生
活
保
護

基
準
の
１・
０
倍
と
な
っ

て
い
る
。
最
低
で
も
１・

２
倍
に
す
べ
き
だ
。

教
育
長　
就
学
援
助
費
の

認
定
要
件
の
一
つ
で
あ
る

世
帯
所
得
額
を
見
た
場

合
、
本
町
の
準
要
保
護
者

の
認
定
基
準
は
、
生
活
保

護
基
準
に
対
す
る
係
数
と

し
て
１・
０
倍
で
あ
る
。

県
内
の
平
均
は
、
１・
２

倍
と
な
っ
て
い
る
。

新
生
児
聴
覚
検
査
の
実
施

な
ど
さ
ら
な
る
拡
充
に
努

め
て
い
る
。

　
昨
年
度
実
施
し
た
子
育

て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
小
児
科
な
ど
の
医
療

の
充
実
や
公
園
の
整
備
な

ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。
子

育
て
全
体
の
課
題
と
し
て

は
、
所
得
の
向
上
、
就
労

の
場
の
確
保
、
若
者
の
定

着
、
個
々
の
生
活
の
質
の

多
様
化
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
本
年
度
策
定
す
る
「
岩

泉
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
計
画
」で
は
、ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
、
効
果

的
な
計
画
を
作
成
す
る
。

関
係
機
関
と
連
携
を
深

め
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支

援
の
充
実
に
努
め
る
。

　
こ
の
係
数
は
、
所
得
額

の
捉
え
方
が
各
市
町
村
一

律
で
は
な
い
。

　
町
と
し
て
も
、
所
得
に

よ
る
教
育
の
格
差
を
な
く

し
困
窮
と
認
め
ら
れ
る
保

護
者
に
必
要
な
援
助
を
行

う
こ
と
は
、
子
育
て
世
代

に
対
す
る
重
要
な
支
援
策

の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、
生
活
保
護
基
準

に
対
す
る
係
数
と
そ
の
他

の
対
象
基
準
項
目
に
つ
い

て
、
見
直
し
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　
本
町
の
健
康
増
進
の
取

り
組
み
は「
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
、家
族
で
守

る
、職
場
で
守
る
、地
域
で

守
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
る
。保
健
推
進
員
や
食

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
な
ど

の
協
力
を
得
な
が
ら
、各

種
検
診
、訪
問
指
導
、食

育
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

　
キ
ク
イ
モ
の
栽
培
振
興

は
、
高
齢
者
な
ど
の
所
得

の
向
上
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
な
ど
の
農
業
振
興
の

ほ
か
、
町
民
の
健
康
づ
く

り
の
一
助
に
な
り
う
る
と

い
う
注
目
す
べ
き
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
る
。

　
町
内
生
産
者
と
の
意
見

交
換
や
全
国
の
先
進
地
事

例
の
情
報
を
収
集
す
る
な

ど
各
関
係
機
関
と
の
情
報

交
換
に
努
め
る
。
健
康
増

進
と
農
業
振
興
の
観
点
か

ら
、
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
く
。

健康にいいと実証されているキクイモ

秋には背丈が２㍍にもなるキクイモ



次
は
、
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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町の考えを問う 町の考えを問う

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
環
境
改
善
を

坂
本
昇 

議
員

必
要
な
場
合
は
前
向
き
に
取
り
組
む

中
居
町
長

まずは宿題を　放課後児童クラブ

も
う
少
し 

広
け
り
ゃ
う
れ
し

 

支
援
室

問　
い
わ
い
ず
み
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
利
用
者

数
が
50
人
を
超
え
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
や
支

援
員
の
執
務
室
、
健
康
回

復
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な
ど

環
境
改
善
を
図
る
べ
き
だ
。

町
長　
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
、
就
労
な
ど
で
放
課

後
に
保
護
者
が
家
庭
に
い

な
い
児
童
に
対
し
、
適
切

な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　
い
わ
い
ず
み
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
専
用
面
積

は
、
１
３
１・
85
㎡
で
、

町
条
例
に
定
め
る
基
準
を

満
た
し
て
い
る
。

　
環
境
改
善
を
図
る
必
要

が
生
じ
た
場
合
は
、
関
係

機
関
と
協
議
を
行
い
、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
参
加
さ
せ
た
い
が
、
共

働
き
の
た
め
断
念
し
て
い

る
人
が
い
る
。
対
応
策
は

な
い
か
。

教
育
長　
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
体
験
入
団
の
働
き
か
け

や
岩
泉
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
よ
る
出
前
講
座
の
情
報

提
供
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
関
係
者
と
整
理
す
べ
き

こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

研
究
・
検
討
を
し
て
い
く
。

総合相談窓口の設置と共有を
分かりやすい案内表示を工夫

問　
生
活
に
関
す
る
多
様

な
問
題
な
ど
を
総
合
的
に

受
け
付
け
、
相
談
し
や
す

い
部
署
の
設
置
が
必
要
だ
。

　
誰
に
で
も
分
か
り
や
す

い
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

住
民
と
の
意
識
の
共
有
を

図
る
べ
き
だ
。

町
長　
相
談
窓
口
が
分
か

り
に
く
い
状
況
も
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
町
民
課
を
総

合
的
な
案
内
窓
口
と
し
て

積
極
的
な
声
掛
け
と
、
時

に
は
来
庁
者
の
用
件
を

「
聞
き
だ
す
」
よ
う
職
員

に
心
掛
け
さ
せ
て
い
る
。

　
そ
の
上
で
、
担
当
課
な

ど
へ
の
案
内
や
場
合
に

よ
っ
て
は
職
員
が
町
民
課

の
窓
口
に
出
向
き
対
応
す

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
来
庁
者
の
意
見
に
耳
を

傾
け
、
よ
り
分
か
り
や
す

い
案
内
表
示
を
設
置
す
る

な
ど
、
創
意
工
夫
を
し
て

い
く
。

そ
の
他
の
質
問

全
町
に
分
か
り
や
す

い
看
板
設
置
を

計
画
的
な
設
置
に
向

け
て
協
議
す
る

問　
４
月
か
ら
５
月
の
10

連
休
は
、
観
光
や
集
客
に

と
っ
て
、
ま
た
と
な
い

チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
。

　
本
年
度
の
龍
泉
洞
入
洞

者
数
20
万
人
の
目
標
達
成

は
可
能
か
。

問　
一
人
一
人
の
力
を
生

か
す
地
域
と
は
、
ま
ち
を

愛
す
る
人
を
取
り
上
げ
る

こ
と
と
考
え
る
。

　
町
民
自
ら
の
創
意
工
夫

で
、
自
主
的
、
自
発
的
に

取
り
組
む
活
動
に
対
し

て
、
支
援
す
る
制
度
を
創

設
す
べ
き
だ
。

町
長　
「
ま
ち
づ
く
り
は

人
づ
く
り
」
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。

　
自
発
的
・
自
主
的
に
活

動
し
て
い
る
地
域
住
民
に

は
、
そ
の
活
動
に
対
す
る

支
援
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
地
域
振
興

協
議
会
を
中
核
と
し
て
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

龍泉洞入洞者数 20万人の達成は
小松ひとみ 議員

関係者一丸となり誘客に努める
中居町長

自
主
的
な
活
動
に
支
援
を

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く

希
望
の
芽 

拾
い
出
す
と
き

 

そ
れ
は
今

連休中多くの観光客でにぎわった龍泉洞

町
長　
10
連
休
中
の
龍
泉

洞
へ
の
入
洞
者
数
は
、
約

４
万
人
で
、
前
年
度
と
比

較
し
て
約
１
万
８
千
人
の

増
と
な
っ
た
。

　
今
後
、
入
洞
者
数
が
前

年
度
並
み
で
推
移
し
た
場

合
、
19
万
人
台
が
見
込
ま

れ
る
。

　
本
年
度
は
、
県
内
で
大

型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
多

く
予
定
さ
れ
て
い
る
。
入

洞
者
数
20
万
人
の
目
標
が

達
成
さ
れ
る
よ
う
、
関
係

者
一
丸
と
な
り
誘
客
に
努

め
る
。

地
域
づ
く
り
の
活
動
に
対

し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
に
お
け
る
支
援
を
行
っ

て
き
た
。

　
し
か
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ

が
一
致
し
て
い
な
い
と
の

意
見
も
あ
る
。

　
自
主
的
で
個
性
豊
か
な

地
域
活
動
を
活
発
化
さ
せ

て
い
け
る
よ
う
、
地
域
振

興
協
議
会
の
枠
と
は
別
な

視
点
で
の
支
援
策
の
制
度

設
計
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

龍
泉
洞
の
経
済
効
果

の
見
込
み
は

20
万
人
の
場
合
約
７

億
５
千
万
円

問　
本
年
度
中
に
作
成
す

る
龍
泉
洞
園
地
の
再
整
備

基
本
構
想
の
取
り
組
み
方

や
進
め
方
を
示
せ
。

町
長　
龍
泉
洞
な
ら
で
は

の
自
然
景
観
な
ど
の
活
用

に
配
慮
し
、
滞
在
時
間
の

延
長
を
意
識
し
た
基
本
構

想
と
す
る
。

　
緑
の
空
間
や
親
水
空
間

は
、観
光
客
の
み
な
ら
ず
、

町
民
や
子
ど
も
に
も
親
し

ま
れ
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

園
地
と
な
る
よ
う
戦
略
的

に
検
討
す
る
。

問問 答答
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町の今を

見て 生かす
議員が行う質問や提言が、町政にどう反映されて
いるのか。これまでの質問などから一部を取り上
げ、その後どうなったのか追跡します。

ドローンによる大牛内地区の空撮
撮影：ブルードラゴン隊（※）

平成 25年９月定例会

令和元年６月定例会

質疑のその後

●事業内容
　配水管更新工事と給水管接続工事、設計委託業務一式
　配水管更新…約 13.8 km
　給水管接続…約 2.0 km
●事業費　6億 5300万円
　（設計委託費　2300万円、工事費　6億 3000万円）
●事業期間
　設計委託業務　　　　　令和元年度
　配水管更新工事など　　令和 2年度~4年度
●自己負担　1世帯 10万円（地区全体 840万円）
●町補助金　6億 4460万円（過疎対策事業債を予定）

　水道施設の経年劣化が激しい。営農飲雑用水と
して整備することで、畜産、酪農の規模拡大につ
ながる。早期に整備すべきだ。

質問　大牛内地区の水道整備を

大牛内地区配水管更新事業として
2300 万 円 の 補 正 予 算 を 計上 !

平成 30年 12月定例会

　水道施設が、経年劣化で漏水が頻繁だ。整備の
時期を示せ。

質問　大牛内の水道整備の時期は

　施設の増強更新を念頭に置き、補助制度を模索
しながら事業実施を検討する。

答弁　施設の増強更新に努める

　水道施設を更新する場合、５億円を超える多額
の事業費となる。財源確保の目途を付けながら住
民と協議し、できるだけ早い段階で整備計画を策
定する。

答弁　早い段階で整備計画を策定

林間でのワサビ栽培

１人のオペレーターで数種類の作業が可能なプロセッサ

いわいずみ放課後児童クラブの現状を聴く

「ただいま」の声は家と一緒です

　
５
月
22
日
、
大
牛
内
地

区
の
ワ
サ
ビ
栽
培
と
二
升

石
地
区
で
の
高
性
能
林
業

機
械
の
稼
働
状
況
を
調
査

し
ま
し
た
。

　
大
牛
内
地
区
の
ワ
サ
ビ

栽
培
は
、地
形
の
特
性
上
、

平
地
で
栽
培
が
で
き
る
好

条
件
で
し
た
。

　
高
性
能
林
業
機
械
は
、

町
の
補
助
事
業
で
整
備
し

た
も
の
。
女
性
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
操
作
し
、
効
率
よ

く
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
５
月
23
日
、
い
わ
い
ず

み
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

小
川
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
現
状
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
い
わ
い
ず
み
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
で
は
、
支
援
員

か
ら
概
要
や
現
状
の
説
明

を
受
け
、
１
年
生
の
利
用

状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
小
川
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
、
本
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
利

用
児
童
の
様
子
を
見
学
し

ま
し
た
。

　ワサビ栽培は、種子確保に苦労
しているとのこと。町が、種子確
保と育苗の技術向上などを進める
必要があると感じた。
　高性能林業機械の導入は、作業
効率が向上しているとのことで、
補助事業の効果がある。

　県の林業アカデミー研修の受講に、町は支援する
必要があるのでは。 （産業常任委員長　三田地久志）

委員長
の思い

　両クラブの利用児童数からする
とスペースが手狭で、支援員の執
務室や保健室のようなスペースの
確保も必要と感じた。
　昨今のいじめ、虐待の報道を見
るたびに、子育ての大切さや難し
さを痛感している。

　児童クラブの適正な運営が続けられるよう引き続
き支援が必要だ。 （総務常任委員長　坂本昇）

委員長
の思い

総務常任委員会産業常任委員会
ワサビ栽培と高性能
林業機械の現状を調査

放課後児童クラブの
現状を調査

見て見て 生かす生かす聴いて

まち 声の
おしえて まち 声の

おしえて

　時 、々断水があったり飲め
ない水が出てきたり困っていま
した。小さい子どもがいるの
で、安全安心な水が飲めるよ
うになればうれしいです。

　整備に着手するのは、
まだまだ先のことと思っ
ていました。地区住民の
悲願です。素早い対応に
感謝しています。竹花かおりさん

小本（33 歳）
阿部　佳史さん
小本（67 歳）

（※） 平成30年11月１日に発足した、役場と消防署職員６人によるドローン運用隊。
災害時や鳥獣対策に活用するため、毎月操作訓練を実施しています。

次
は
、
お
し
え
て
野
球
っ
子
の
声
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広報広聴常任委員会
委
員
長　

八
重
樫　
龍　
介

副
委
員
長　

小　
松　
ひ
と
み

委　
員　

野　
舘　
泰　
喜

　
　
　
　

三
田
地　
久　
志

　
　
　
　

畠　
山　
和　
英

　
　
　
　

畠　
山　
昌　
典

編
集
後
記

おしえて野球っ子の声
８月 12日（月）に、楽天イーグルス岩泉球場でプロ野球イースタン・リーグ公式戦「楽天対巨人」
が開催されることが決定し、野球に一生懸命取り組んでいる子どもたちの声を聴いてきました。

　キャプテンとしてチームを
引っ張っていくことと、ピッ
チングとバッティング練習を
がんばっています。
　プロ野球の試合を見に行く
ことを楽しみにしています。
ホームランを打ってくれたら
うれしいです。

　試合でピッチャーをすると
きはコントロールを重視して
います。チームの全国大会出
場が目標です。
　プロ野球イースタン・リー
グの試合では、プロ選手の
ホームランを見てみたいです。

　ピッチングや声を出すこと
をがんばっています。チーム
の目標は県大会１勝です。
　プロ野球選手のホームラン
やピッチャーが三振を取ると
ころを見たいです。すごく楽
しみにしています。

　普段の練習ではバッティン
グフォーム、守備姿勢に気を
付けています。全国大会に出
場して優勝することを目標に
がんばっています。
　楽天の試合では、プロ野球
選手のプレーを観るのが楽し
みです。

小本小学校（６年）

片山英
え い と

生翔君

岩泉小学校（６年）

畠山　希
の ぞ み

望さん

小本小学校（６年）

金澤　颯
そうすけ

介君

門小学校（６年）

立花　七
な な せ

星君

小本野球スポーツ少年団

龍泉洞 Jスターズ

▽
新
し
い
年
号
が
「
令
和
」
に

な
り
ま
し
た
。「
令
」
を
「
う

る
わ
し
い
」
と
読
む
解
釈
も
あ

る
よ
う
で
す
。
今
あ
る
平
和
な

世
の
中
を
よ
り
美
し
い
も
の
と

し
て
築
き
上
げ
て
い
こ
う
と
す

る
働
き
か
け
が「
令
和
」で
す
。

英
語
は
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・

ハ
ー
モ
ニ
ー
＝
美
し
い
調
和
」

と
表
現
し
ま
す
。
▽
あ
ち
こ
ち

で
復
旧
工
事
が
進
ん
で
い
ま

す
。「
美
し
い
自
然
を
取
り
戻

す
」
と
い
う
町
の
目
標
に
向
け

て
、
次
へ
の
明
る
い
希
望
を
見

つ
け
、
課
題
を
掘
り
下
げ
、
き

め
細
か
い
心
遣
い
の
あ
る
町
政

で
あ
る
よ
う
、
議
会
で
は
も
っ

と
広
く
意
見
を
集
め
、
考
え
、

行
動
し
て
い
き
ま
す
。

広
報
広
聴
常
任
副
委
員
長

 

小
松
ひ
と
み




